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照屋　規恵　　　A Case study of Japanese College EFL Students Learning to 





















































授業科目 担当教員 授業科目 担当教員
言語科学研究 大学院専任教員 言語科学演習 A 長谷川　信子
言語科学演習 B 堀場　裕紀江 言語科学演習 C （休講）
言語科学演習 D 岩本　遠億 言語科学演習 E 木川　行央
言語科学演習 G Robert DeSilva 言語科学演習 H 遠藤　喜雄




   
【言語研究科目群】
授業科目 担当教員 授業科目 担当教員
英日対照言語学（音声・音韻） 遠藤　喜雄 英日対照言語学（統語） 長谷川　信子
英日対照言語学（語彙・意味） 岩本　遠億 英語学研究（統語・語彙・意味） 遠藤　喜雄
英語学研究（現代英文法） 遠藤　喜雄 日本語学研究（音声・音韻） 木川　行央
日本語学研究（統語・語彙・意味） 岩本　遠億 日本語学研究（方言・日本語史） 木川　行央
日中対照言語研究 井上　優 日韓対照言語研究（院） 浜之上　幸




授業科目 担当教員 授業科目 担当教員
応用言語学研究 堀場　裕紀江 第二言語習得研究（院） 関屋　康
評価法研究 堀場　裕紀江 英語教育学研究 Park Siwon
早期英語教育研究 田中　真紀子 英語指導技術 A 　（休講）
英語指導技術 B 　（休講） 小学校英語指導技術 A 長田　恵理
早期英語指導技術 B 　（休講） 日本語教育学研究 堀場　裕紀江
日本語教育文法研究 岩本　遠億 日本語教育教材研究 堀場　裕紀江
言語教育学特論 　（休講） 日本語指導技術㈵ 青木　ひろみ
日本語指導技術Ⅱ 青木　ひろみ
【コミュニケーション言語文化研究科目群】
授業科目 担当教員 授業科目 担当教員
コミュニケーション理論 　（休講） 異文化コミュニケーション研究 A 小坂　貴志
異文化コミュニケーション研究 B 　（休講） スピーチ・コミュニケーション研究 　（休講）
スピーチ・コミュニケーション教授法 　（休講） 日本研究 窪田　高明
言語文化研究 遠藤　喜雄 比較文化論 　（休講）
比較文学研究 　（休講） 談話分析研究 　（休講）
社会言語学研究 矢頭　典枝 英語音声表現研究 　（休講）
博士後期課程
―言語科学専攻―
授業科目 担当教員 授業科目 担当教員
言語学特論演習 長谷川　信子 言語学特殊研究 　（休講）
言語学特殊研究 A 長谷川　信子 言語学特殊研究 B 岩本　遠億
英語学特論演習 　（休講） 英語学特殊研究 遠藤　喜雄
英語教育学特論演習 　（休講） 英語教育学特殊研究 　（休講）
言語教育学特論演習 堀場　裕紀江 言語教育学特殊研究 堀場　裕紀江


































































大 学 言 語 科 学 研 究 セ ン タ ー 紀 要 Scientific approaches to 
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口 頭 発 表：　第12回小学校英語教育学会（JES）千葉大会 内山工 2012（20 
12年７月15日、千葉大学）











研 究 発 表：　「聴解における語彙タスクの影響−中国語を母語とする日本語
学習者を対象として−」第３回KUIS日本語教育研究会（2012
年12月８日）
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『神田外語大学大学院紀要言語科学研究』第20号
< 投稿規定 >
１．投稿資格
　　本大学院科目担当教員、修了生、在学生、及び、大学院紀要編集委員会が
適格と認めた者。
２．採用について
　　投稿いただいた原稿には、審査があります。採否に関しては、大学院紀要
編集委員会に御一任下さい。また、採用に当たって修正をお願いする場合が
あります。
３．論文提出について
　　・原稿部数：３部
　　・提出期限：2013年９月24日（火）正午
　　・和文論文には英文タイトルもつけて下さい。
　　・査読の結果、修正をお願いする場合の再提出の期限は別途お知らせ致し
ます。
　　・ご提出いただいた原稿は原則として返却致しませんので、ご了承下さい。
　　・採用決定後にデータファイルのご提出をお願いすることになります。
　　・なお、執筆・入力に関しては、次の「執筆要項」をご参照下さい。
ふるってご応募下さい。
論文提出先・問い合わせ先
〒261-0014千葉市美浜区若葉1-4-1
神田外語大学大学院共同研究室内
大学院紀要編集委員会
tel/fax 043-273-2971
e-mail　kiyo-g@kanda.kuis.ac.jp
132 133
< 執筆要項 >
１．テーマは言語研究、言語教育、コミュニケーション研究に関するものとす
る。投稿部門は以下の通り。投稿する際、どの部門にするか明記すること。
　　・研究論文　　・書評　　・研究ノート
　　・実践報告　　・資料
２．原稿の書式は以下の通り。
　使用言語：日本語もしくは英語
　用紙設定：A4版横書きワープロ原稿、38字×30行
　　　　　　余白：上35mm、下左右30mm
　ページ数の上限：研究論文・書評は18枚以内、研究ノート・実践報告は10枚、
　　　　　　　　　資料は原則として18枚
【和文】
　論文名：14pt（論文名の上を２行空ける）
　執筆者名および所属：12pt
　和文要旨：10pt（400字以内）
　キーワード：10pt（５語以内）
　本文：11pt
　注：10pt（本文中の注は、右肩に通し番号「1，2，3，・・・」を付け、論文
末に記載。ワープロの脚注機能は使わない）
　参考文献：10pt
　資料：指定なし
【英文】
　以下を除き同上
　論文名：14pt（重要語句の先頭を大文字にする）
　英文要旨：10pt（200語以内）
132 133
３．原稿の区切りと見出し
　　原稿は章、節、項などに区切る。章の見出し番号は、通し番号とする。節
の見出し番号は、「1.1」、「1.2」とし、行の左に書く。見出しの前はスペー
スをとり、見やすくする。
４．図表は、それぞれ「図１」「図２」、「表１」「表２」と番号をうち、タイト
ルをつける。
５．表記については、原則としてローマ字はヘボン式を用い、アルファベット
は半角文字、数字は算用数字を使用する。
